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池平徹兵
いけひら・てっべい

1978年福岡県生まれ。島根大学卒。
東京オペラシティア ートギャラリ ー projectN、
岡本太郎現代芸術賞展、VOCA展などに出展。

142号表題「ミルクの泉」
鳥取県最大規模のメガファ ー ム「みんなの牧
場」（鳥取市国府町）。ロ ータリ ーパー ラ ー （回
転式搾乳機）は、まるで牛たちがメリ ー ゴー ラ
ンドで遊んでいるかのようで、どこか遠い星

の光景に見えた。ホルスタイン模様が重な り
合う美しさと、 一 頭 一 頭の魅力を大切にしな
がら24頭 を描いた。

キャンバス／油彩

「色と形とマチェ ー ル（絵肌）の追求」が信条の
まさお

太田垣匡男さん。球体と方形とバリエ ー ションの構

成は、事物の説明ではなく、鑑賞者に委ねた独自の

世界だ。しかし制作動機には、「戦争・環境・災害·

暮らし」の死生観があり、いわば人間と社会の心象

風景となった。

人間と社会の心象風景
太田垣匡男洋画

むしば

少年時代、渡り鳥の死骸をスケッチした。「蝕ま

れた姿に魅せられた」とは、かなり早熟だったのだ。

作風は具象 から抽象に推移したが、鋭敏な感性は
まんだら

不変で、現代の曼荼羅模様を描き、妻を看取った
ひなうた しがん ひがん

『郡唄」には此岸と彼岸（※）が登場した。

作者は長年、兵庫県で美術教師を務めた。日本

海及び、瀬戸内海近くの高等学校などで生徒たちと

描く喜びに浸り、退職後も交流が続く。

チュ ー ド」は、画面下の擬人化した群れと、ブロック
はざま

の狭間にのぞく海面で、朗らかな光景を思わせる。
い す スツ ール

椅子を意味する『THE STOOL』は、対照的に

崩壊の危機感が漂う。惑星の一 部はひび割れ、積

み上げた石ころは不安定で、人類が安心して座る位

置はどこにあ るのか。見る人によって感想は異なろ

うが、受け取る私たちの振り幅こそ、作品が仕掛け

たマジックなのだ。

※此岸と彼岸＝人の世界と仏の世界

『海辺のエ

おおたがき・まさお

1937年、鳥取県松保村（現鳥取
市）生まれ。59年、鳥取大学学芸
学部美術科（当時）卒。63年に国
展初入選、以来同展を中心に活
躍、国画賞を受賞し71年会員推
挙。2016国展90周年永年会員
表彰。文化庁現代美術選抜展、現
代日本代表作家カナダ展などに出
品。鳥取、但馬、姫路、神戸など各
地 で個展開催。

『海辺のエチュ ー ド」（アクリル ・ キャンバス、30号、2004年）
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Forest of Art 

「THE STOOLJ 

（アクリル ・ キャンバス、60号、 1985年）
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プレイスカルプチャ ー

登ったり、滑ったり、歩いたり
して遊べる遊具彫刻。実際に登
るとかなりの急勾配だ
.
------------ - - ----
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約17｛元の黄金に輝く巨大なやりが、天に飛び立とう

としているようにも、地に突き刺さっているように

も見える。ピラミッド型彫刻とのバランスが絶妙で、

独自の空間を生 み出している。子どもたちの遊具と

しても人気だ。

作者／福嶋敬恭設置年／ 19 84年

素材／塔：アルミニウムブロンズ ＊三角錐：石 （御影）

設置場所／鳥取市（鳥取県立布勢総合運動公園
）サイ ズ／ 塔：奥行き 133cm幅133cm高さ1880cm

三角錐：奥行き 1 000cm幅 1 000cm高さ240cm

～県内の野外彫刻畜巡る～

三度笠
竹皮やすげを編んで作る笠。江
戸時代に江戸・大阪・京都などを
1カ月に3度往復する飛脚が

被っていたことに由来する名
’ ― - - - - - - - - - - - - - - - - -
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ながれまさゆき

世界的彫刻家・流政之の作品。江戸時代の旅装束を

まとった高さ4位もある3体が、海に突き出た堤の
きくみなと

先に並ぶ。菊港はかつて北前船の寄港 地で、海を渡

る人々の旅姿がモチ ー フになった。 仕上げは手彫り

のノミ切り仕上げ。

［竺デこ云玄三［こご二
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神殿を思わせるような柱の上に、丸く愛らしいシン

ボル的な太陽と月が左右対称に置かれ、その間には、

真っすぐな 瞳でまちを見つめる女性。 神秘的な雰囲

気に魅せられ、神話と名付けられたストー リ ーに想

像が膨らむ。

［王匹
↑2：：三゜ こ石

（御影）

］ 

緑豊かなプロムナ ー ドを歩けば、 目に飛び込む鮮烈

な赤色がまぶしい。 ステンレスの銀色部分は、 一辺

のみが下に接しており、内蔵された磁石の反発で支

えられ、 まるで浮いているかのよう。｀｀異次元につ

ながる扉、を思わせる。

［：；�;:芦：ごそ笠：｛五笠：；：〖：m和レス

］

----------------------------------―'
＇ 参考：野外彫刻データベース（運営／有限会社キ ー ワ ー ド） ：
：国https://www.keyword-co.net/tottori-scu|ptureI :
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鳥取県ではかつて国内外から招かれた彫刻家が、まちと
｀‘

交流、、

しながら制作する市民発のプロジェクトが盛んだった。そのた

め、まちを散策すれば、個性的な魅力にあふれ、そのうえ風景に溶

けこんだ多くの彫刻と巡り合える。鳥取市在住の彫刻家・石谷孝

ニさんに見どころを聞いた。
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みどりかわ み き ろふう

碧川かたは、童謡「赤とんぼ」の作詞をした三木露風

の母で鳥取市出身。ふわりと浮かび上がりそうな女

性像が掲げる鳥は「子」をイメー ジした。女性解放の

先駆者だが、元看護婦の雰囲気を柔らかな曲線で表

現している。
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荒々しく造り込まれたウサギは、四肢を目いっぱい

に伸ばし、瞳は生き生き、躍動感にあふれ今にも跳ね
しゃれ

回りそう。梨の花をくわえた演出も洒落ている。場所

に合わせて設計されており、背景の芝生 や樹木と見

事に調和している。

［；；：．；：!!::烹主：ヽ02c::::·1::：

プロンズ

］

クジラ型の船の底面はつややかに磨かれ、甲板には

未来都市のようなモニュメントや建造物、階段など

が刻まれる。ゴツゴツと荒い面には、経年により苔が

むし、作品の一部に。宇宙に飛び出していきそうな勢

いが感じられる。

［日：；コ�：:7悶烹巴：ノ51:C9：こヨさ：正：［？

御影
）
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いくたしゅんげつ

生田春月は米子市出身の文学者。自伝的小説『相ひ寄
かいけ

る魂』に登場する「浜灘」が皆生海岸のため、こ こに設

置された。碑には小説の一節が刻まれている。U字の

間から見える海と潮風に揺れる松が、風情を醸し出

している。

［；；：さ：：：芝:::]
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文·イラスト／渡部紘巳（わたなベ・ひろみ） 納豆が大好きなイラ
ストレ ータ ー。1982年生まれ、鳥取県育ち。づるづるした食べ物が
好きなことから、屋号は「スタジオづるり」。Web=http://dururi.com
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